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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
激
動
と
繁
栄
の
「
昭
和
」
か
ら
、
安
定
の

「
平
成
」
へ
と
年
号
も
移
り
、
圏
内
的
に
は
世
論
の
是

正
は
あ
っ
た
も
の
の
、
消
費
税
の
導
入
、
ふ
る
さ
と
創

生
、
柑
橘
の
減
反
政
策
の
実
施
、
参
議
院
議
員
選
挙
な

ど
、
ま
た
、
国
際
的
に
は
、
懸
案
の
貿
易
摩
擦
、
中
国
・

東
猷
諸
国
情
勢
、
米
ソ
問
題
な
ど
、
様
々
な
意
味
で
世

相
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
出
来
事
が
湧
出
し
、
一
方
、

町
内
的
に
も
、
伊
予
灘
マ
リ
ノ
ベ

i
シ
ョ
ン
構
想
の
事

業
着
手
、
新
長
浜
町
誕
生
後
第
十
回
目
の
長
浜
町
議
会

議
員
選
挙
、
昭
和
六
十
年
着
工
の
第
二
次
開
発
事
業
用

地
造
成
工
事
の
竣
工
な
ど
、
正
に
「
節
目
の
年
」
に
相

応
し
い
年
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
、
第
二
次
開
発
事
業
用
地
へ
の
企
業

立
地
な
ど
、
実
質
的
な
事
業
完
成
の
年
で
あ
る
と
共
に
、

任
期
最
終
年
度
を
迎
え
、
な
が
は
ま
創
生
を
ど
う
展
開

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
、
ご
家
族
お
揃

い
で
、
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
で
、
不
肖
私
、
昨
年
の
十
月
、
町
議
会
議
員
改
選

後
の
初
議
会
に
わ
き
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
議
長
の
重

責
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ
ま
し
て
、
町
議

会
議
員
選
挙
に
は
、
私
達
十
八
名
に
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
項
き
、
現
在
長
浜
町
の
お
か
れ
て
い
る
現
状

を
考
え
ま
し
た
時
、
今
さ
ら
な
が
ら
使
命
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
初
心
に
返
り
、
積

極
的
に
町
議
会
活
動
に
全
力
を
傾
注
し
て
、
町
政
発
展

に
取
り
組
む
決
意
を
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
昨
年
は
、
長
浜
町
の
犬
計
で
ご
ざ
い
ま

す
、
第
二
次
臨
海
工
業
の
埋
立
地
が
十
一
月
に
完
成
し
、

本
年
は
工
場
が
立
地
さ
れ
、
一
大
工
業
団
地
を
形
成
す

る
運
び
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
政
改
革
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
電
算
機
の
導
入
を
は
じ

め
、
町
民
の
皆
様
に
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た

議会議韓
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し
で
い
く
か
、
私
自
身
そ
の
真
価
が
間
わ
れ
る
年
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
皆
様
に
長
浜
町
を
見
つ
め
直
し
て
項

き
、
行
政
の
分
担
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
関
心
か
ら

提
言
、
提
言
か
ら
実
践
へ
と
一
人
一
人
が
原
動
力
と

な
り
、
車
の
両
輪

ず

の

如

く

、

今

ま

で

島
譲
鰭
轍
警
察
丸
職
繍
と
怒
の
活
動
を
推
し
進

騒
十
一
川
勝
機
鶴
野

-
p
}
め
で
参
り
た
い
と

句
J

議
〉
一
一
月
二
対
委
設
考
え
て
お
り
ま
す
。

ぷ
鐙
饗
害

pdk調
河
川
市
専
守
こ
の
こ
と
は
、

c
i
r
 

認
ミ
~
自
ら
考
え
、
自
ら

実
践
す
る
長
浜
守
つ

く
り
で
あ
り
、
天
与
の
自
然
と
特
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
個
性
溢
れ
る
町
守
つ
く
り
を
基
本
と
し
て
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
愛
媛
県
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
本

計
画
と
し
て
昨
年
登
載
さ
れ
ま
し
た
「
肱
川
水
系
リ

庁
舎
増
改
築
の
完
成
、
ま
た
、
地
域
文
化
の
振
興
と
教

育
の
充
実
等
に
お
け
る
諸
施
策
の
実
行
、
潤
い
や
活

力
の
あ
ふ
れ
る
ふ
る
里
創
生
の
た
め
の
「
町
づ
く
り

運
動
」
等
、
町
民
の
皆
様
を
中
心
と
し
た
町
行
政
を
、

理
事
者
と
町
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
致
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
国
内
で
は
、

内
需
拡
大
の
振
興

に
よ
っ
て
、
景
気

は
着
実
に
上
向
き

の
方
向
を
た
ど
っ

て
い
る
反
面
、
消

費
税
め
導
入
な
ど
、

経
済
情
勢
は
厳
し

さ
の
度
合
い
を
強
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
第
一
次

産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
米
や
牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ

の
自
由
化
な
ど
、
大
き
な
難
問
を
か
か
え
た
あ
わ
た

だ
し
い
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
に
お
け
る
社
会
情
勢
は
、
高
齢
化
社
会
の
到

パ
l
サ
イ
ド
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
着
実
な
実
施
に

移
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
計
画
は
文
字
通
り
、
肱
川
を
中
心
と
し
た
町
の
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
春
の
桜
・
夏
の
水
辺
・

秋
の
紅
葉
・
冬
の
肱
川
あ
ら
し
と
、
四
季
の
織
り
な
す

当
町
の
自
然
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
せ
る
べ
く
、
周
年
の

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ゾ

l
ン
の
整
備
を
図
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
大
洲
市
と
建
設
を
進
め
で
お
り

ま
す
、
大
洲
市
・
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
環
境
施
設
並
び
に
学
校
教
育
施
設
の

整
備
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、
第
三
次
開
発
事
業
計

画
の
具
体
化
な
ど
、
確
実
な
「
躍
進
の
年
」
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴

ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

来
な
ど
、
さ
ら
に
一
段
と
激
動
し
、
そ
の
中
に
お
い
て

地
方
自
治
体
に
と
り
ま
し
で
も
、
極
め
て
厳
し
い
財
政

運
営
が
強
い
ら
れ
で
く
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
行

財
政
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
っ
て
効
率
的
な
運
営
を

図
る
と
と
も
に
、
最
大
限
の
努
力
を
払
っ
て
対
応
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
町
政
に
対
す
る
ご
要
望
も
益

々
高
ま
っ
て
参
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

こ
そ
、
町
民
一
人
一
人
が
カ
を
結
集
し
、
「
豊
か
で
明

る
い
町
づ
く
り
」
に
向
っ
て
協
調
・
努
力
し
て
項
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
達
町
議
会
と
致
し
ま
し
で
も
、
こ
の
試
練
に
う
ち

勝
つ
勇
気
と
英
知
を
も
っ
て
、
明
日
の
長
浜
町
P

つ
く
り

に
懸
命
に
取
り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
、
こ
の
新
し
い
年
が
町
長
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
厳
し
い
中
に
も
希
望
に
満
ち
た
幸
せ
な
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
町
議
会
を
代

表
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
西
国
代
議
士
の
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
は
、

ご
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、
今
回
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

聞
と
の
関
係
、
そ
の
地
域
の
気
候
条
件

な
ど
の
遠
い
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

馬
偏
の
つ
く
文
字
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
駅
、
駐
車
場
な
ど
は
現
代
で
も

重
要
な
交
通
用
語
で
す
o

か
つ
て
、
馬

が
活
躍
し
た
時
代
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

「
驚
」
は
、
馬
が
前
足
を
上
げ
て
、

後
ろ
足
で
立
ち
、
上
向
く
意
味
で
、
驚

い
た
時
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
に
な
り
ま

す
。
「
騒
」
は
馬
が
た
く
さ
ん
寄
り
集

ま
る
ご
と
で
、
そ
れ
が
「
騒
が
し
い
」

の
意
味
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
初
詣
で
や
合
格
祈
願
に

奉
納
す
る
絵
馬
は
、
も
と
は
神
社
や
寺

に
馬
を
奉
納
す
る
代
わ
り
に
、
馬
の
絵

を
書
い
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す。
さ
て
、
今
年
は
、
馬
力
ア
ッ
プ
し
て

大
い
に
頑
張
り
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
馬

耳
東
風
:
マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り

い
き
ま
す
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ゥ

マ
く
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

-固園田園・開 2 同園圃且園圃園園~

画盟国お互いの力でまちづくり

平
成
二
年
は
午
年
で
す
。

馬
は
、
人
間
と
意
思
の
か

よ
う
家
畜
と
し
て
、
昔
か

ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

利
口
な
動
物
と
い
う
わ
け

で
す
。で
も
、
最
近
は
、
馬
を

見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
八
万
二
千

頭

こ

れ

は

、

日

本

で

飼
わ
れ
て
い
る
馬
の
一
番

最
近
の
数
で
す
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
乗
馬
用
で
、
農

耕
馬
、
ば
ん
馬
(
荷
を
引

か
せ
る
馬
)
な
ど
は
少
数

派
で
す
。
ち
な
み
に
牛
は
、

肉
牛
、
乳
牛
を
中
心
に
約

四
百
七
十
万
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
類
が
馬
を
家
畜
と
し
て
飼
い
始
め

た
の
は
、
牛
よ
り
も
遅
く
、
紀
元
前
四

千
年
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
今
日
ま
で
、
運
搬
用
、
農
耕
用
、

乗
馬
用
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
や
狩
猟
に

も
馬
は
登
場
し
ま
す
。

こ
う
し
た
馬
と
人
間
と
の
密
接
な
間

柄
を
反
映
し
て
、
馬
に
つ
い
て
の
諺
や

漢
字
が
豊
富
で
す
。

「
馬
が
い
な
く
な
る
と
、
天
気
が
よ

く
な
る
」
と
か
、
「
馬
が
は
ね
る
と
雨

に
な
る
」
と
い
う
地
域
が
あ
る
か
と
思

え
ば
、
一
方
で
は
、
「
雨
に
な
る
」
の

で
な
く
、
「
晴
れ
る
」
と
、
反
対
の
意

味
を
言
う
地
方
も
あ
り
ま
す
。
馬
と
人

今年は午年
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自
分
た
ち
の
山
の
木
を
切
る
こ
と
一

か
ら
始
ま
り
、
そ
の
お
金
で
ス
キ

1
占

場
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
一

を
す
べ
て
村
営
に
し
ま
し
た
。
こ
の
一

村
営
の
ス
キ

l
場
の
年
間
の
売
り
上
一

げ
が
、
な
ん
と
約
三
十
億
円
と
い
い
一

ま
す
。
公
営
で
す
か
ら
純
益
は
次
の
一

公
共
投
資
に
向
け
ら
れ
、
豊
か
な
村
一

と
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
-

し
か
も
他
の
村
と
違
う
の
は
、
村
一

の
人
た
ち
が
、
み
ん
な
ス
キ
ー
を
習
一

っ
た
ご
と
で
す
。
こ
こ
で
ス
キ
ー
が
司

で
き
な
い
の
は
、
赤
ん
坊
く
ら
い
と
一

い
い
ま
す
。
ス
キ

1
に
対
す
る
こ
う
『

し
た
住
民
の
熱
意
が
、
ま
ち
守
つ
く
り
一

の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
の
一

で
す
。

E

藤
田
難
事
に
と
っ
て
し
」
日
い
一

良
く
し
よ
う

4

盟
関
佳
品

υ思
っ
た
ら
、
一

悪
条
件
に
日
目

を
向
け
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
そ
し
岳

て
、
そ
れ
を
克
服
し
て
、
化
学
反
応
『

を
起
ご
さ
せ
、
ま
ち
を
再
生
さ
せ
る
U

の

で

す

。

目

NO.4 
茂
裕

聞
均
時
齢

ま
す
。
つ
ま
り
、
化
学
反
応
が
起
き
た

わ
け
で
す
。

「
雪
し
か
な
い
村
」
「
急
傾
斜
地
」

と
い
う
、
村
の
人
た
ち
に
と
っ
て
あ
き

ら
め
で
し
か
な
か
っ
た
悪
条
件
を
逆
手

に
と
っ
て
、
化
学
反
応
を
さ
せ
て
、
ま

っ
た
く
異
な
っ
た
も
の
を
つ
く
り
だ
し

た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
ス
キ

1
場
の
建

設
で
し
た
。

住
民
の
熱
意
が

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
豪
雪
地
帯
」
を
H
、
「
急
傾
斜
地
」

を
O
と
み
な
し
た
と
す
る
と
、

Z
N
。
は

ス
キ
l
場
と
な
っ
た
の
で
す
。
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この春の新入学齢児困

名
前
の
も
れ
て
い
る
方
拡

教
育
委
員
会
へ

長
浜
町
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
春
小

学
校
へ
入
学
す
る
町
内
の
児
童
の
調
査

を
、
昨
年
十
二
月
一
日
現
在
で
行
い
ま

し
た
。新
入
学
齢
に
達
す
る
児
童
は
、
昭
和

五
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
九

年
四
月
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
生
ま
れ

た
児
童
で
す
。

町
内
に
住
所
登
録
が
あ
る
新
入
学
の

児
童
の
数
は
、
男
子
七
十
六
人
、
女
子

五
十
五
人
で
合
計
百
三
十
一
人
で
す
。

児
童
名
は
次
の
通
り
で
す
が
、
も
し

名
前
の
も
れ
て
い
る
児
童
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
長
浜
町
教
育
委
員
会
(
倉
田
1

1
1
1
1
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

{
男
子
一
⑧

長

浜

校

区

一

浅

田

大

平

@

由
人
(
男
引
女
幻
)
一
井
上
善
尊
⑤

上
田
純
也
⑧
戎
晃
弘
⑧
沖
江
佑
介
①
黒

田
雄
一
⑧
酒
城
寛
美
⑥
篠
原
裕
伸
、
白

石
靖
典
⑫
高
岡
雄
一
郎
、
武
内
潤
、
武

田
忠
、
武
田
洗
明
、
田
淵
司
⑦
寺
岡
英

昭
⑧
中
川
公
太
、
永
井
健
太
郎
⑫
西
崎

潤
⑮
林
田
和
哉
、
原
固
有
季
⑮
堀
井
秀

一
⑧
松
本
祥
吾
、
松
原
勲
、
政
所
博
一

⑧
水
本
龍
太
⑨
矢
野
元
一
一
晃
、
山
崎
秀

樹
、
山
口
大
輔
、
山
田
圭
、
山
田
寛
、

柳
生
秀
人
一
女
子
一
⑧
足
利
綾
③
上
回

朱
音
、
浦
上
彩
⑨
神
崎
陽
子
⑥
清
水
京

子
@
高
田
幸
奈
、
高
津
朋
恵
、
田
中
亜

子
佳
⑤
東
村
真
由
⑧
中
川
優
@
西
岡
伸

枝
、
西
崎
希
、
二
宮
飛
鳥
、
二
宮
聡
美
、

二
宮
み
き
⑮
漬
上
奈
緒
美
、
演
江
恵
子
、

演
岡
美
和
、
漬
田
な
ぎ
さ
、
晴
静
香
⑫

東
由
香
@
藤
岡
絵
美
、
藤
淵
智
賀
⑧
松

栄
美
幸
⑨
矢
野
元
裕
子
、
山
口
ま
る
み

@
和
田
千
穂

一
一
男
子
一
@

喜

多

灘

校

区

一

池

田

洋

介

⑤

7
人
(
男
5
女
2
)
i

上
田
智
成
③

後
藤
隆
仁
⑧
坂
本
光
@
深
井
皇
理
{
女

子
}
⑧
青
木
智
美
⑫
谷
上
美
穂{
男
子
一
⑧

櫛

生

校

区

一

標

本

栄

二

、

同
人
(
男

g
女
6
)
1
津
田
秀
幸
⑮

問
中
賢
寿
⑧
流
込
仁
@
西
岡
博
樹
⑧
増

田
博
幸
@
村
上
輿
司
⑨
山
本
晋
也
{
女

子
}
⑧
有
友
聡
美
⑧
坂
田
望
、
津
井
悠

香
⑮
高
屋
佳
恵
、
谷
田
志
生
里
⑧
水
沼

有
紀
子

{
男
子
]
@

出

海

校

区

清

水

大

記

⑦

8
人
(
男

6
女
2
)

一
須
藤
拓
巳
@

坪
田
純
平
⑧
中
伊
美
喜
也
⑫
西
村
勇
一

郎
@
藤
井
公
家
{
女
子
}
⑧
酒
城
未
央

⑥
篠
田
早
苗

{
男
子
]
⑧

大

和

校

区

一

新

寛

典

⑤

上

詩
人
(
男
叫
女
刊
)
一
回
拓
哉
、
宇

都
宮
徹
朗
⑥
大
西
雅
俊
、
奥
野
朔
太
、

尾
上
譲
治
⑧
一
菊
地
勇
人
、
菊
地
寿
⑥
清

水
純
一
⑫
久
井
彰
、
日
野
陽
平
⑧
松
田

知
也
⑧
宮
浦
孝
弥
⑨
山
本
真
也
{
女
子
}

@
稲
田
愛
③
上
野
絵
美
、
上
田
さ
く
ら

⑥
大
石
荷
加
①
久
保
恵
愛
②
小
西
映
理

子
⑤
高
須
賀
仁
美
@
西
田
佳
世
⑮
細
川

奈
津
枝
⑧
松
岡
五
月
美
⑥
向
井
智
美

一
一
男
子
}
⑧

↑

豊

茂

校

区

一

菊

地

進

也

@

}
7
人
(
男
5
女
2
)

一
竹
内
正
剛
⑫

西
山
正
幸
@
福
本
忠
、
藤
田
訓
生
一
女

子
}
⑨
岡
本
由
香
①
久
保
明
子{
男
子
}
⑨

一

白

滝

校

区

一

大

西

側

⑨

鎌

9
人
(
男

6
女
3
)

一
回
富
美
之
⑧

酒
井
大
輔
⑮
田
中
貴
⑧
成
田
伸
弘
⑨
東

新
太
郎
{
女
子
}
⑥
大
野
彩
@
清
水
理

愛
@
藤
田
久
美

{
男
子
}
⑨

柴

校

区

4

山
下
剛
{
女

3
人
(
男

1
女
2
)

一
子
}
@
坪
内

利
江
⑫
中
嶋
真
実

11 園
長~

T哩l
t圃
E圃

傷
い
え
ぬ
我
を
い
た
わ
り
く
れ
る
失
心

の
中
で
そ
っ
と
手
を
合
わ
す
上

川

洋

子

す
す
き
活
け
家
族
で
囲
む
い
も
炊
き
に

わ
が
庭
照
ら
す
十
五
夜
の
月
島

田

光

子

幼
日
に
娘
の
履
き
て
い
し
小
さ
き
靴
仕

舞
わ
き
し
を
手
に
の
せ
て
お
り

平

野

春

子

肱
川
の
風
肌
に
受
け
橋
に
立
つ
沈
み
し

心
流
れ
に
ま
か
さ
む

松

田

益

子

す
り
粉
木
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
回
す
手

に
暖
か
き
振
動
返
り
て
来
た
り

真
鍋
富
美
子

言
葉
と
は
知
恵
と
心
で
使
う
も
の
大
村

は
ま
先
生
に
五
口
は
学
べ
り頼
永
砂
代
子

選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
を

農
業
委
員
会
委
員

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
に
わ
い
て

町
内
に
住
所
を
有
す
る
二
十
歳
以
上

(
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
以
前
生
)

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
登
載
さ
れ
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
な
い
と
選

挙
で
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必

社
会
保
険

出
張
担
談
の
お
知
ら
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
二
月
九
日
(
午
前
十
時
1

午
後
四
時
)

{
場
所
}
長
浜
町
商
工
会

金に月 額
額なに今が厚 官百

とりさ回引生 - ，子
あ、かのき年百生

わ二の差上金具年
せ月~:f_'額げや争1"..6.
でのつ引ら国で亘ミ
改定できれ民ユゐ
定期実上ま年盟国
差支施げす金疋毘
額払さ l点。な 完喜志望
がいれ、 ど酒量 T
支てもる咋 の 玄?宝匡
弘新こ年 年'c!:"
わ年と四 金

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、

耕
作
の
業
務
を
営
む
者
②
前
記
①
の

者
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
、

年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
に

従
事
す
る
者
③
十
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
に
つ
き
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
農

業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま
た
は
社
員

①
、
②
、
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
申
請
書
が
配
付
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
長
浜
町
選
挙
管
理
委
員

会
(
告
白

l
1
1
1
1
)
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。

れ
ま
す
。

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
と
も
平
成
一
冗

年
十
一
月
、
十
二
月
に
前
月
ま
で
の
月

分
の
年
金
額
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
二
月
の
支
払
い
で
は
、
前
回
の
支

弘
い
以
降
の
月
分
の
新
年
金
の
額
と
、

昨
年
四
月
か
ら
既
に
支
払
い
済
み
の
月

分
ま
で
の
差
額
と
が
、
あ
わ
せ
て
支
弘

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

長
浜
町
商
工
会
が

移
転
し
ま
す

長
浜
町
商
工
会
の
事
務
所
が
、
一
月

四
日
か
ら
元

N
T
T
へ
移
転
し
ま
す
。

{
新
住
所
}
長
浜
町
大
字
長
浜
申
七
二

七
番
地
(
元
N
T
T
伊
予
長
浜
電
報
電

話
局
)

一
業
務
開
始
日
}
平
成
二
年
一
月
四
日

{
電
話
}
代
表
・
・

0
8
9
3

臼

0
3
1
2
(
変
更
な
し
)
マ

F
A
X
-
-
-

0
8
9
3

臼

1
5
2
6

駐
車
場
も
広
く
な
り
ま
し
た
。
会
員

各
位
の
ご
来
所
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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云謹寝塁塁翠登型--

時
一
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
い
い
ご
協
力
を

一
一
月
一
目
現
在
で
実
施

調
査
員
が
む
伺
い
し
て
、
農
林
業
の

経
営
状
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
わ
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
し
た
事
項
は
、
統
計
を

作
成
す
る
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
る
も
の

で
、
個
人
の
課
税
等
そ
の
他
の
目
的
に

使
う
こ
と
は
法
律
で
回
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
み
の
り
の
ま
ま
を
お
符
え

く
、
だ
さ
い
。

石器喜翠罷i'E:l':::=;'曹司自置謹霊室主塁窪哩盟国圃飽食時代の襲撃不定-盟

十
年
間
に

割
減
っ
た
帽
摂
取
筆
一

あ
る
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
昭
和

三
十
年
代
の
食
物
繊
維
の
摂
取
量
は
、

F
善
華
会
一
撃

食
物
繊
維
に
は
、
セ
ル
ロ
ー
ス
な
ど

!
|
|
」
の
水
に
溶
け
な
い
も

一
の
と
、
マ
ン
ナ
ン
な

一
ど
の
水
に
溶
け
る
も

一
の
と
が
あ
り
ま
す
。

更

重

を

足

佐

一

一

室

を

増

や

す

に

は

j

、i
i

j
骨

折

一

水

に

溶

l
i
l
-
-
L
け
な
い

繊
維
の
ほ
う
が
有
効
で
す

が
、
水
に
溶
け
る
織
維
も

腸
内
の
桐
商
に
よ
っ
て
分

解
さ
れ
、
ガ
ス
を
発
生
し
、

腸
を
刺
激
し
て
そ
の
運
動

を
活
発
に
さ
せ
ま
す
。
ご

の
た
め
、
両
者
と
も
便
通

を
促
進
す
る
作
用
が
あ
る

腸

近
年
、
大
腸
が
ん
と
の
関
係
で
急
に
見

直
さ
れ
で
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
大
腸

が
ん
の
発
生
が
非
常
に
少
な
い
ア
フ
リ

カ
の
原
作
民
と
、
逆
に
犬
腸
が
ん
の
多

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
食
事
を
比
べ
る
と
、

原
住
民
の
ほ
う
が
断
然
食
物
繊
維
の
と

り
方
が
多
い
と
い
う
の
で
す
。
食
物
繊

維
が
少
な
い
と
食
物
の
大
腸
内
で
の
滞

官
事
合
事
λ

ぷ
野
合
事
λ
ぽ

ふ
れ
あ
い
文
庫
を
開
設

伊
予
長
浜
郵
便
局

燈
下
親
し
む
候
、
冬
の
校
長
、
読
書

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

伊
予
長
浜
郵
便
局
で
は
、
新
装
オ
ー

プ
ン
し
た
窓
口
ロ
ビ

l
へ
、
「
ふ
れ
あ
い

文
庫
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

小
説
等
、
百
冊
余
り
を
自
由
に
、
簡

単
に
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
則
く
だ
さ
件
。

留
時
聞
が
長
く
な
り
、
食
物
中
に
発
が

人
物
質
が
あ
る
と
腸
壁
に
長
〈
接
触
し
、

粘
膜
を
傷
つ
け
て
が
ん
が
発
宇
し
や
す

く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

糟
回
線
荷
な
ど
の

予
防
効
果
も

し

会、

警

院

月 H 当直医院 電話番手号

1/14 米川医院 52 - 0165 

1/15 岡田医院 52 - 0639 

1/21 菊地医院 52 - 0209 

1/28 門屋医院 52 - 0202 

{診療1紋急患者の方のみc
[受付]午前10:00-午後5:00 
※原則としで往診ば致しません。

医直当主
主
Y

主
主
主
導
是
主
宰
華
客

と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

食
物
繊
維
に
は
栄
養
素
な
ど
を
吸
着

し
て
、
そ
の
吸
収
を
妨
げ
る
作
用
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
作
用
は
、
血
糖
や

コ
レ
ス
テ
ル
ロ

l
ル
を
抑
え
る
た
め

糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
の
予
防
に
も
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
逆
に
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄

な
ど
大
切
な
ミ
ネ
ラ
ル
の
吸
収
が
不

十
分
に
な
る
ご
と
も
あ
る
の
で
、
と

り
過
、
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

W
W
A
W抗
毒
A

印
私
キ
u

血

月 日 場 所 受付時間

町体育館 午前 9・30-12:ω

白滝公民館 午後 1:15-2:30 
1/30 

ライジング

飯田 午後 3:00-4:15 
長浜工場

献
三種混合予防接種

月 日 場 所 受付時間

1/19 長浜町体育館 午後1:00-1:30 

[備考11期 2歳-4歳未満で3回
接種していない方。
E期:T期終了後1年-1年半を経った
5歳半までの方。

日

月 日 1号 所

i名連絡所午前9時まで
1/30 }交付
役場本庁午前10時まで

[対象]貿上げ料金 1頭 500円
※印鑑を必ず持参して下さい。

上員犬用不
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大
洲
市
と
共
闘
で
ゴ
ミ
地
理

ー
大
洲
市
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ
ー

大
洲
市
と
長
浜
町
に
よ
る
廃
棄
物
共
同
処
理
施
設
「
環
境

セ
ン
タ
ー
」
の
安
全
祈
願
祭
が
、
十
二
月
四
日
、
大
洲
市
八

一
へ
お
号
多
喜
の
建
設
用
地

下

一

で

行

わ

れ

た

。

施

設
の
建
設
事
業
費

は
約
十
七
億
円
で
、

長
浜
町
の
負
担
は

約
四
分
の
一
、
完

成
は
平
成
三
年
三

月
末
の
予
定
に
な

っ
て
い
る
。

夢は大きく未来に伸びて

口口口口口口口口口口口口口口仁

町
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
第
一
因
子

ど
も
会
議
が
、
十
二
月
六
日
、
町
体
育
館
で

開
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
を
生
き
る

子
供
達
の
素
直
な
夢
や
希
望
を
育
も
う
と
、

町
内
の
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
聞
か
れ
た

も
の
で
、

夢
プ
ラ

ン
の
発

表
や
、

町
長
を

交
え
て

の
ミ
二
議
会
を
行
い
、

将
来
の
長
浜
町
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
た
。

口

口

ロ

ロ

口

口

白

口

口

口

体
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

第
二
十
四
団
長
浜

駅
伝
競
争
大
会
が
十

二
月
二
十
四
日
に
関

か
れ
、
町
内
外
合
わ

せ
て
四
十
三
チ
l
ム、

約
三
百
人
が
参
加
し

た
。
コ
ー
ス
は
町
体

育
館
前
か
ら
白
滝
駅

裏
ま
で
の
片
道
七
・

二
キ
ロ
対
を
一
チ
l
ム

六
人
が
二
往
復
す
る

も
の
で
、
八
幡
浜
高

校
が
一
時
間
二
十
七

分
二
十
八
秒
で
最
高

タ
イ
ム
を
記
録
し
た
。

ー
長
浜
駅
伝
競
争
大
会

~長浜町第一因子ども会議

!) 

」与{ktre)

口口口口口口口口口口口口口口口仁

し
め
な
わ
作
り
に
挑
戦

j
お
年
寄
り
と
子
ど
も
の
集
い

十
二
月
十
九
日
、
白

滝
公
民
館
(
後
藤
和
男

館
長
)
の
主
催
に
よ
る
、

わ
年
寄
り
と
子
ど
も
の

集
い
が
同
公
民
館
で
聞

か
れ
、
白
滝
老
人
会
(
熊

野
章
会
長
)
の
お
年
寄

り
と
白
滝
小
学
校
(
水

口
時
夫
校
長
)
の
四
年

一
生
以
上
の
児
童
、
合
わ

-
一
せ
て
約
六
十
人
が
参
加
。

し
め
な
わ
作
り
を
習
っ

た
り
、
昔
話
を
聞
く
な

ど
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
た
。

壮
絶
悲
絶
青
島
青
年
国

一
月
に
な
る
と
、
思
い
出
す
の
が

青
島
十
三
一
土
の
こ
と
で
す
。
こ
の
た

び
は
景
浦
稚
桃
・
吉
田
新
吉
の
作
詩
で
、

静
郊
学
人
の
選
曲
に
な
る
「
青
島
青

年
団
」
の
歌
を
読
ん
で
項
き
、
七
十

七
年
前
の
青
島
の
青
年
並
び
に
島
民

の
皆
さ
ん
の
心
意
気
を
考
え
て
も
ら

い
ま
し
ょ
〉
7
0

1
.

大
正
三
年
の
春
鵠
A
T

み

一

月

七
日
の
朝
ま
だ
き
疾
風
は
し
ま
き

浪
狂
い
荒
れ
に
荒
れ
た
る
瀬
戸
の

海2
・
海
の
幸
も
で
知
ら
れ
た
る
青

島
沖
も
吹
き
し
き
る
今
日
の
嵐
の

激
し
さ
に
行
き
か
う
船
も
見
え
ぎ

ら
む
3
.
拾
す
ら
い
来
る
打
瀬
船
つ
く

さ
ん
術
誌
っ
き
は
て
で
あ
わ
や
沈

ま
ん
一
剃
那
怒
れ
る
海
に
た
す
け

よ
ぶ
4
・
か
く
と
見
る
よ
り
船
二
そ
う

先
を
争
い
こ
ぎ
出
で
ぬ
救
い
く
れ

む
と
ひ
と
す
ビ
に
勇
む
青
島
青
年

回5
.

風
は
益
々
狂
い
立
ち
波
は
い

よ
い
北
荒
れ
す
さ
び
や
た
け
に
は

や
る
雄
心
も
今
は
何
せ
ん
引
き
返

す

E
S

6
・
陸
の
青
年
こ
の
様
を
見
て
は

い
か
で
か
た
め
ら
わ
む
さ
か
ま
く

波
を
け
ゃ
ぶ
り
で
又
も
こ
ぎ
出
す

救
助
船

7

こ
げ
や
進
め
と
一
斉
に
あ
や

つ
る
ろ
さ
え
折
れ
に
け
む
長
栄
丸

は
か
え
し
得
で
行
方
波
ま
の
捨
小

船

8
-
ま
た
も
二
そ
う
の
決
死
隊
ゆ

く
て
は
荒
き
わ
た
の
原
友
の
船
さ

え
失
い
て
浪
に
ま
か
す
る
運
の
っ

き9
.
流
れ
流
れ
て
一
そ
う
は
輿
居

島
に
漂
い
ぬ
臼
影
い
つ
し
か
傾
き

て
寒
さ
身
に
し
む
夕
ま
ぐ
れ

日
.
長
栄
丸
は
末
遂
に
大
可
賀
沖

に
果
て
に
け
り
船
は
わ
ず
か
に
残

れ
ど
も
乗
り
た
る
者
の
あ
ら
ば
こ

そ日
.
見
る
も
あ
わ
れ
や
唯
一
人
帯

も
て
身
を
ば
そ
の
船
の
へ
さ
き
に

唱
び
玉
の
緒
も
絶
え
て
久
し
き
出

者
か
な

ロ
そ
の
名
に
負
い
し
長
栄
丸
そ

の
か
ね
ご
と
も
仇
な
れ
や
乗
り
し

人
々
今
何
処
千
尋
の
底
か
は
た
魚

腹日
か
く
と
も
知
ら
で
磯
の
辺
に

空
し
く
立
ち
て
失
や
遅
き
父
や
帰

る
と
待
ち
わ
ぶ
る
め
ぐ
き
妻
子
の

あ
る
人
も

H

ぁ
、
青
島
の
青
年
団
人
の
命

を
救
め
抗
と
仁
義
に
死
せ
し
十
三

人
功
績
誰
か
仰
が
ざ
る

日
そ
の
功
績
と
雄
々
し
さ
の
誉

は
絶
え
ず
寄
せ
返
す
青
島
沖
の
波

の
音
万
代
か
け
て
ひ
び
く
ら
む

殉
難
十
三
士
の
墓
は
、
向
山
の
東

の
共
同
墓
地
に
葬
ら
れ
て
お
り
、
喜

多
郡
々
長
の
記
念
碑
が
波
止
と
弁
天

崎
に
、
上
灘
青
年
団
の
供
養
塔
が
真

宗
寺
前
に
建
て
ら
れ
、
霊
を
慰
め
て

い
る
。
(
文
化
協
会
々
長

久
保:

七
郎

<><><>・
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一一一
表
彰
卒
業
率

本
田
重
太
郎
さ
ん

勲
六
等
瑞
宝
章

出
海
の
元
町
議
会
議
員
、
本
田
重
太

郎
さ
ん
(
八
八
)
は
、
長
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
進
展
に
功
績
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
十
一
月
一
日
、
勲
六
等
瑞

一一一一一一表彰@ー識です叫幽幽幽幽吋問時間四問問問吋

戸長識で:す71

宝
章
が
授
与
さ
れ
、
十
一
月
三
十
日
、

渡
遁
智
八
幡
地
方
局
長
か
ら
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

津
田

忠
士
さ
ん

消
防
業
務
に
功
績

今
坊
の
津
田
忠
士
さ
ん
(
六

O
)
は、

永
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
功
績
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
十
一
月
八
日
、
東

京
都
で
開
か
れ
た
社
会
貢
献
者
表
彰
式

の
席
上
、
笹
川
良
一
日
本
顕
彰
会
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
補
導
委
員
で

菊
地
三
佐
子
さ
ん

豊
茂
の
菊
地
三
佐
子
さ
ん
(
七
五
)

は
、
永
年
に
わ
た
り
青
少
年
補
導
委
員

と
し
て
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
十

一
月
十
五
日
、
松
山
市
で
聞
か
れ
た
愛

今
、
こ
の
時
を
大
切
に
、
充
実
し
た
日
々
が
送
れ
る

よ
う
に
と
名
付
け
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
、
夢
・
目
的
意
識
を
持
ち
、
目
標
に
向

か
っ
て
常
に
前
向
き
に
、
ま
た
、
健
康
で
す
こ
や
か
に

育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

酒井今日子ちゃん(白滝)

3と
11 

国
美
さ
ん

母
11 

安
t工
さ
ん

)平成元年1月14日生まれ

媛
県
少
年
補
導
委
員
連
絡
協
議
会
結
成

十
五
周
年
記
念
研
修
大
会
の
席
上
、
有

光
実
文
同
会
長
か
ら
持
別
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。武

田
鮪
子
さ
ん

地
域
福
祉
活
動
に
功
績

沖
浦
の
武
田
節
子
さ
ん
(
四
二
は
、

し
む
さ
い
母
親
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
永

年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活
動
に
功
績
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
十
月
二
日
に
北
九

州
市
で
開
催
さ
れ
た
平
成
元
年
度
地
域

組
織
活
動
指
導
者
全
国
大
会
の
席
上
、

現
田
さ
だ
子
全
国
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
和
男
さ
ん

谷

上

貢

さ

ん

公
民
館
活
動
に
功
績

愛
媛
県
公
民
館
研
究
大
会
が
、
十
月

十
九
日
、
今
治
市
で
聞
か
れ
、
豊
茂
公

民
館
(
大
成
淳
館
長
)
は
優
良
公
民
館

と
し
て
、
ま
た
、
白
滝
の
後
藤
和
男
さ

ん
(
五
七
)
は
優
良
公
民
館
職
員
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
武
内
弘
文
愛
媛
県
教
育

委
員
会
教
育
長
及
び
河
野
常
正
愛
媛
県

公
民
館
連
絡
協
議
会
長
か
ら
、
今
坊
の

谷
上
貢
さ
ん
(
六
三
)
は
、
永
年
に
わ

た
り
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
と
し
て

功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
河
野
常

正
同
協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

成
田
さ
ん
ほ
か
幻
人

人
権
作
品
で
入
賞

十
二
月
四
日
、
長
浜
小
学
校
(
石
堂

鹿
夫
校
長
)
と
長
浜
中
学
校
(
酒
井
武

治
校
長
)
で
、
人
権
作
品
表
彰
式
が
開

か
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
(
書
道
の
部
)

松
山
地
方
法
務
局
長
賞
成
田
知
恵
子

(
白
滝
小
六
年
)
・
垣
見
直
利
(
出
海

小
五
年
)
マ
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
長
賞
奥
野
陽
子
(
白
滝
小
四
年
)
・

河
内
崇
裕
(
大
和
小
五
年
)
マ
大
洲
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
長
賞
菊
地
覚
次

(
大
和
小
四
年
)
園
清
水
千
春
(
長
浜

小
四
年
)
マ
長
浜
町
長
賞
中
嶋
由
紀

枝
(
柴
小
六
年
)
。
同
あ
ゆ
み
(
長
浜

小
六
年
)
マ
松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支

局
長
賞
堀
田
拓
児
(
出
海
小
四
年
)
。

宮
本
美
希
(
戒
川
小
五
年
)
マ
長
浜
町

議
会
議
長
賞
前
田
康
雄
(
喜
多
灘
小

六
年
)
・
楠
野
正
人
(
豊
茂
小
五
年
)

マ
長
浜
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
賞

小
西
真
司
(
豊
茂
小
六
年
)
画
一
児
玉

辰
仁
(
櫛
生
小
四
年
)
マ
長
浜
町
教
育

長
賞
山
本
次
朗
(
戒
川
小
四
年
)
・

吉
田
妙
子
(
櫛
生
小
六
年
)
マ
長
浜
町

中
央
公
民
館
長
賞
前
田
恵
里
(
喜
多

灘
小
四
年
)
・
徳
山
真
也
(
柴
小
五
年
)

中
学
生
(
作
文
の
部
)

松
山
地
方
法
務
局
長
賞
宮
本
裕
子
(
三

年
・
長
浜
)
・
片
山
仁
美
(
一
二
年
・
長

浜
)
マ
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
賞
徳
田
明
仁
(
三
年
目
沖
浦
)
・

西
村
龍
一
(
二
年
・
長
浜
)
マ
大
洲
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
長
賞
松
田
昌
子

(
一
年
園
長
浜
)
・
政
所
理
絵
(
二
年
・

櫛
生
)
マ
長
浜
町
長
賞
佐
野
ル
ミ
子

(
二
年
E

長
浜
)
・
堀
田
和
枝
(
一
年
・

出
海
)
マ
長
浜
町
教
育
長
賞
宮
下
幸

子
ご
年
・
下
須
戒
)
・
松
岡
文
絵
(
二

年
・
長
浜
)

保
育
所
の
新
入
園
児

た
だ
今
受
付
中

平
成
二
年
度
町
内
保
育
所
(
長
浜
乳

児
保
育
所
を
含
む
)
の
入
所
受
付
を
、
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次
の
要
領
で
行
っ
て
い
ま
す
。

{
受
付
期
限
}
平
成
二
年

一
月
三
十
日

一
受
付
場
所
}
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保

育
所
、
ま
た
は
役
場
住
民
課

一
入
所
基
準
}
入
所
で
き
る
児
童
は
、

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
項
目
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
っ
、
同

居
の
親
族
、
そ
の
他
の
方
が
保
育
で
き

な
い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
も

①
家
庭
外
労
働
:
・
児
童
の
母
親
が
、

昼
間
家
庭
の
外
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が

普
通
で
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な

い
場
合
。

②
家
庭
内
労
働
:
・
児
童
の
母
親
が
、

昼
間
家
庭
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家

事
以
外
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が
普
通
で
、

そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

(父
親
が
そ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
て
、

そ
の
た
め
の
使
用
人
が
い
る
家
庭
は
除

か
れ
ま
す
。
)

③
母
親
の
出
産
・
・・
母
親
が
妊
娠
中
で

あ
る
か
、
ま
た
は
、
出
産
後
聞
が
な
い

場
合
。
④
母
親
の
病
気
等
・
・・母
親
が
病
気
あ

る
い
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
そ

平成2年 1月1日発行(毎月 1日発行)平成2年1月号

の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

⑤
病
人
の
看
護
等
:
・
そ
の
児
童
の
家

庭
に
、
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に

障
害
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母
親
が

い
つ
も
そ
の
看
病
に
あ
た
っ
て
お
り
、

そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

⑥
家
庭
の
災
害
・
:
火
災
、
風
水
害
、
地

震
等
の
災
害
復
旧
の
問
、
児
童
が
保
育

で
き
な
い
場
合
。

⑦
そ
の
他
・
:
町
長
が
認
め
る
前
各
号

と
同
じ
状
態
に
あ
る
場
合
。

※
平
成
元
年
度
現
在
入
所
し
て
い
る

児
童
も
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

入
所
申
請
書
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま

た
、
詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
最
寄
り
の
保
育
所
か
、
役
場

住
民
課
(
宮
臼
1
1
1
1
1
)
ま
で
・
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

N
H
K
学
園
の

通
信
講
座
で
学
習
を

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
講
座

の
冬
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

{
生
涯
学
習
講
座

(通
信
講
座
)
}
教

養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
書
道
、
硬

筆、

俳
句
、
短
歌
、
囲
碁
な
ど
五
十
八

広報な がはま

講
座
で
す
。
申
込
受
付
は
、
平
成
二
年

一
月
末
日
ま
で
で
す
。

一
海
外
在
住
者
コ
l
ス

(
通
信
講
座
)
}

海
外
在
住
の
社
会
人
、
青
少
年
が
生
涯

学
習
講
座
の
書
道
、
硬
筆
、
楽
し
い
母

と
子
の
書
き
方
、
文
章
、
小
論
文
・
作

文
セ
ミ
ナ
ー
、
な
ど
を
通
信
講
座
で
学

習
し
ま
す
。
申
込
み
は
、

一
年
を
通
じ

て
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

一T
一
八
六

l
O
一
東
京
都
国
立
市
富
士

見
台
ニ
l
一二
六

N
H
K
学
園
生
涯
学

習
講
座
受
講
者
係
に
、
講
座
名
、
あ
な
た

の
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
お
よ
び

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
ご
請

求
く
だ
さ
い
。
(
含

0
4
2
5
1
η
1

3
1
5
1
)
案
内
書
は
無
料
で
す
。

寄
付
採
納

O
愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

(代
表
U

衣
笠
昭
年
)
・
:
野
球
道
具

一

式
を
長
浜
中
学
校
特
殊
学
級
へ

。

O
伊
予
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
代

表
H
二
宮
重
憲
)
:
・
国
語
辞
典
二
十
冊

を
長
浜
中
学
校
へ
。

O
長
浜
の
久
保
七
郎
さ
ん
・
:
日
本
文
学

全
集
(
全
十
巻
)
を
町
立
図
書
館
へ
。

O
長
浜
町
連
合
婦
人
会
(
伊
藤
ヨ
シ
子

会
長
)
・
:
大
鍋
ほ
か
調
理
用
具

一
式
を

長
浜
町
中
央
公
民
館
へ
。

O
柴
の
坂
井
八
津
巴
さ
ん
・:
雑
種
地
四

九
gm
を
長
浜
町
へ。

住

所
長

浜

市
須
戒

沖

浦

沖

浦
住

所
長

浜

穂

積

出

海

今

坊

今

坊

戒

川

豊

茂柴
櫛

生

豊

茂 お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

H
月
届
出
分

(敬
称
略
)

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

尾

上

英

二

二

女
小
百
合

明

智

保

典

長

女

瞳

漬

江

正

敏

二
女

浩

子

西

崎

初

夫

長

女

葵

お
く
や
み
日
月
届
出
分

(敬
称
略

氏

名

死

亡

時

年

鯵

松
田
ク
マ
ヨ
(
八
七
)

宇
都
宮
キ
ヌ
子
(
六

O
)

井
上
チ
ヱ
子

(七
三
)

上

田

猶

利

(
五
六
)

松
岡
キ
ク
コ

(七
二
)

大
野
ミ
ヨ
子

(七
九
)

菊

地

光

子

(

八

三
)

山
中
マ
ス
ヱ

(
六
七
)

河
内
シ
マ

コ

(八
五
)

山
本
友
三
郎

(八
八
)

側
編
集
後
記
鰯

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。早

速
で
す
が
、
一
月
号
恒
例
の
新
春

歌
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
用
と
お
急
ぎ

で
な
い
方
は
、
ご
一
読
願
い
ま
す
。

初
刷
り

の

広

報

期
日
の
遅
れ
な
く

誤
字
も
な
い
ぞ
と
初
笑
い
す
る

評
・
:
こ
の
歌
は
、
一
見
明
る
く
歌
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
そ
の
裏

に
は
、
き
っ
と
そ
う
あ
り
た
い
と
い
う

担
当
者
の
切
実
な
願
い
が
こ
め
ら
れ
で

い
ま
す
。
毎
月
締
め
切
り
に
追
わ
れ
て

い
る
哀
れ
な
姿
が
自
に
浮
ぶ
よ
う
で

す
。

(
自
分
で
批
評
し
て
し
ま
う
、
け

な
げ
な
私
で
す
。
す
み
ま
せ
ん
。
)

何
は
と
も
あ
れ
、
初
笑
い
が
初
泣
き

に
な
ら
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
年
も
広
報
な
が
は
ま
を
、
か
わ
い

が
っ
て
(
い
た
ぶ
る
と
い
う
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
)
く
だ
さ
い
。

(

こ
)

数

人口をふやしましょう

11月末現在 前月との比較

11，614人 5人減
人 口 (雲 5.475人)

6，139人 6人減

世帯数 3，760世帯 1世帯増

1990年 (12支の第 7)馬年
すがすが

の元E。一家お揃いで清清し
い朝を迎えられ大慶至極。平成

2年こそわが祖国日本をはじ

め国際化時代の夜明けであり、

21世紀へ向けての節目の年と

言って過言ではあるまいA 町

6ケ町村合併以来第10回の新

町議誕生は、町有史以来の大

事業「第二次開発事業」の完

成と 、 「第三次開発事業」の

促進に町をあげ英知をしぼり、

優良な企業誘致に遁進し、 21

世紀へ 向けて足音は高鳴ろう。

西田町長も 4年目に入り高遁

な行政手腕は「町民と一致団

結し協力・協調を忘れず、活

力と個性にあふれ、豊かで住

みよい町づく り」 の夢の実現

に真実一路の日々が期待され

る。加えて町議・ 町民一体と

なり、町の振興に献身的でな

くてはなるまい企国際協調・

連帯感にたち、経済摩擦をさけ

ると共に、 農産物の自由化・

蜜柑畑減反、畜産・林業 ・漁

業等地場産業の活全化を図り、

加えで長浜の特性を踏まえ、

真のふる里創生に力を注ぎ、

町民憲章・教育の理念を忘れ

ず、家庭 ・学校・地域社会の

粋を深め、平成 2年への理想

実現に行政・ 町民一体となり

豊かな住よい町 づくりを祈念

する。

帯世口人


